
                          
 

（１）教育・保育の平成２８年度実施状況と今後の取組について 

 

〔教育・保育の実施状況〕 

 

平成２９年３月１日現在の教育・保育の実施状況について、子ども・子育て支

援事業支援計画と比較し、点検､評価します。 

 

①需要から見た計画と実際の比較 

 

約半数の市町において、実際の需要が計画の量の見込み（需要）を上回っています。 

これは、新制度において保育の必要性の要件が緩和された（１２０時間以下の就労、

求職活動等）ことに伴い、申込児童数が増加したことなどによると考えられます。 

   

 実際の需要

（人数）／ 

計画の需要

（人数）      

実際の需要が計画の需要を 

下回っている市町数 

（実際の需要≦計画の需要） 

実際の需要が計画の需要を 

上回っている市町数     

（実際の需要＞計画の需要） 

計 計 

１号認定 102.8% １４ １５ 

２号認定 105.5% １５ １４ 

３号認定 

０歳 
114.9% １０ １９ 

３号認定 

１～２歳 
 96.8% １３ １６ 

 

 

②確保から見た計画と実際の比較 

 

施設整備については、概ね計画どおり実施されていますが、確保できていない市町に

ついては、利用定員の設定が計画どおりできなかったことが考えられます。 

３号認定０歳においては、地域型保育事業などの整備が計画どおり進まなかったこと

が考えられます。 

    

 

実際の確保

（人数）／ 

計画の確保

（人数） 

計画どおり確保できている 

市町数 

（計画の確保≦実際の確保） 

計画どおり確保できていない

市町数 

（計画の確保＞実際の確保） 

計 計 

１号認定 99.6% ２２ ７ 

２号認定 99.4% １４ １５ 

３号認定 

０歳 
   96.4% １４ １５ 

３号認定 

１～２歳 
100.0% １９ １０ 
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〔平成２９年４月１日待機児童の発生状況〕 

 

平成２９年４月１日の県内保育所の待機児童数については、１００人となり、

昨年に比べて１人減少しています。 

県全体では、保育所整備や地域型保育事業の充実等により、定員を昨年度に比

べ４７４人増やすことができましたが、想定を超える低年齢児の入所申込があり、

保育士不足などの要因で必要な人員が確保できなかったため、６市において待機

児童が発生したと考えられます。 

 

  待機児童数推移 

 H26.4.1 H26.10.1 H27.4.1 H27.10.1 H28.4.1 H28.10.1 H29.4.1 

津市 0 98 0 92 0 93 0 

四日市市 7 55 59 124 64 142 54 

伊勢市 0 0 0 0 0 27 0 

松阪市 0 54 0 40 0 48 0 

鈴鹿市 0 0 9 0   0 0 0 

名張市 27 100 8 114 29 109 8 

尾鷲市 2 8 0 2 0 0 0 

亀山市 5 9 9 19 6 14 6 

熊野市 0 2 0 2 2 5 5 

いなべ市 0 3 0 1 0 0 0 

志摩市 0 1 0 0 0 4 0 

伊賀市 6 8 0 3 0 20 3 

菰野町 0 3 0 4 0 7 24 

明和町 1 11 13 6 0 7 0 

度会町 0 10 0 5 0 0 0 

合計 48 362 98 412 101 476 100 

待機児童の内、
低年齢児（０歳
～２歳）の数 

40 349 76 385 84 455 96 

待機児童の内、
低年齢児の割合 83.3％ 96.4％ 77.6％ 93.4％ 83.2％ 95.6％ 96.0％ 

 

なお、待機児童が発生した６市の今後の対応については次のとおりです。 

・四日市市 

 認可保育所の整備を平成３０年度まで計画的に実施し、補完的に地域型保育

事業所の整備も行い、平成３１年４月での待機児童の解消を目指していきます。 

・名張市 

 幼保連携型認定こども園及び地域型保育事業所の整備により、保育の受け皿

を拡充するとともに、保育士確保のための事業に取り組み、待機児童を解消し

ていきます。 

・亀山市 

平成２７年５月と平成２９年４月に民間による小規模保育事業所を新設した

ところです。今後の方向性として低年齢児の保育所等ニーズに対応するため小

規模保育事業を促進します。 



                          
 

・熊野市 

  家庭的保育事業を実施するとともに、保育士の確保に努めます。 

 ・伊賀市 

  公立、私立保育所ともに引き続き保育士の雇用に努める。 

 ・菰野町 

  施設の充実を図り、保育士の確保に努めます。 

    

  県は、待機児童解消に向けて、保育所等整備のための財政支援や、潜在保育士

の職場復帰支援、新任保育士の就業継続支援や保育士修学資金等貸付など保育士

確保の取組を進めるとともに、低年齢児保育の保育士加配を支援しています。 

 

【参考】 

 平成２８年度保育所等整備状況（保育所整備交付金及び安心こども基金による） 

  市町名  整備施設数 施設全体の増減 ２，３号認定定員の増減 

  四日市市  １施設    １０名増        １０名増 

伊勢市   ３施設     ４名増         ４名増 

松阪市   １施設   １８０名増       １８０名増 

鈴鹿市   ２施設    ３０名増       １２０名増 

桑名市   １施設   定員増なし       定員増なし 

名張市   ２施設    ３２名増        ３２名増 

伊賀市   １施設    ７９名減        ５１名増 

明和町   １施設    １９名増        １９名増 

   計   １２施設   １９６名増       ４１６名増 

 

 平成２８年度中の地域型保育事業開始状況 

津市    ２事業  ３８名増 

四日市市  ６事業  ７５名増 

名張市   ２事業  １５名増 

   計   １０事業 １２８名増 


